
【取組内容】 自分に合った学び方の習得

奈良市立佐保小学校（奈良県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実】
本校では、児童生徒の活動を教員が一挙手一投
足指示するのではなく、学びの目的や趣旨を共通理
解したうえで、自分で考え、選択しながら自分なりの
学び方を見つけていけるように取組を進めている。
例えば、自分でじっくりと考える・友達と相談しながら
やってみる、といった誰とどこでやるのかということも意識
しながら進めていけるように各学年の発達段階を考
慮した声掛けをしていくことはもちろんのこと、自分で
ペース配分等を決定していける場面を作ることを意識
している。
各専科担当に関しても、限られたが授業時数の中
で、児童の視点にたち、どのように学びの場を設定す
ればよいかを意識することを大切に授業の準備に当
たっている。

【児童と教員の様子】
児童の学びの場の設定を意識した授業づくりを行うことで、児童が主体となって学習を進めていく場面が多
く盛られるようになっている。このことから、毎回の授業を楽しみにしている児童の様子も見られ、教員も児童
を信頼したうえでの支援の仕方を考えることができるようになっている。



【取組内容】 継続したタイピングの習得

奈良市立佐保小学校（奈良県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【情報活用能力の育成】
各学年において、自らの学びの進捗確認や自ら
の学びの学び方を意識するため、共有されたスプ
レッドシートにて振り返りを継続的に実施している。
低学年においては、文字の入力自体が不慣れな
こともあり時間がかかってしまうが、継続して行うこと
で学年が上がるにつれ、自分の思いをスムーズに
入力できるようになっている。
教員から振り返りの視点を示し、それに沿って入
力する流れとなっているが、どうしてその視点が必
要なのか日常的に交流することによって将来的に
は視点を提示しなくても振り返りが書けるようにな
ることを目指している。

【児童と教員の様子】
はじめは「難しかった」や「楽しかった」等の感想のみの振り返りであったが、少しずつ自分を客観視して入力
できるようになってきている。特に他者参照できるようにしていることの効果は大きく、自分にはなかった視点で
振り返りを入力している児童の内容を参考にしている児童が見られる等変化がみられるようになった。



【取組内容】 クラウド活用を前提とした校務DX

奈良市立佐保小学校（奈良県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】


